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研究成果の概要（和文）：本研究課題の目標は、集中治療患者や周術期患者での血糖の変動が患

者予後に与える影響を検討し、血糖変動を制御した血糖管理を行うことで患者予後が改善され

るか否かを検討することである。 
この目的を達成するために研究期間中、１）人工心肺を要する心臓手術患者の術中・術後の血

糖を持続的に測定し, 酸化ストレス・サイトカインなどの炎症性メディエーターとの関連を検

討する。２）周術期患者の血糖値を 6 時間毎に測定し、酸化ストレス・サイトカインなどの炎

症性メディエーターとの関連を検討し、患者予後との関連を明らかにする。３）周術期の血糖

管理法を変えることで、血糖変動を小さくすることができるか否かの無作為化比較試験を行う。

４）血糖管理法を変えることにより、酸化ストレス・サイトカインなどの炎症性メディエータ

ーの上昇を制御できるか否かを検討する。５）糖尿病を合併した周術期患者における術前血糖

管理と周術期血糖管理を観察し、術前と周術期の血糖変動を観察し、予後との関連を検討する。

の５つの研究を施行した。 
これらの研究を通じ、我々は集中治療患者や周術期患者において、血糖変動の増大は患者予後

の増悪, 酸化ストレス・サイトカインの増加と有意に関連することがわかった。また, 血糖管

理法の変化により, 血糖変動の低下させることも明らかとなった。現在, 血糖変動の低下によ

って患者予後が改善されるか否かに関し、統計学的検討を行なっている。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of these studies are 1) to evaluate the impact of glycemic 
variability on the patients outcomes, 2)to determine whether changing glycemic control 
could be eliminate glycemic variability and 3) to study whether reduction of glycemic 
variability would improve patients outcomes in critically ill patients. 
To achieve these aims, we conducted 5 studies for 3 years. First, we monitored glycemic 
variability using continuous glucose monitoring devices and assessed its association with 
oxidative stress and chemical mediators in adult cardiac surgery patients. Second, we 
evaluated glycemic variability by 6 hourly glucose monitoring and determined its 
relationship with outcomes in postoperative critically ill patients. Third, we change 
protocol for insulin driven and enteral nutrition formula from normal diet to it for 
diabetes. Then, we evaluate the glycemic variability between them. Fourth, we also 
evaluate whether such a reduction of glycemic variability could changes perioperative   
oxidative stress and inflammatory response. Finally, we evaluated the glycemic gap 
between pre-admission and post-admission glucose control in critically ill patients with 
diabetes. 
Through these studies, we found that glycemic variability in critically ill patients had 
strong association with oxidative stress, inflammatory response and outcomes. 
Additionally, we can show that alternation of glycemic control could eliminate the 
glycemic variability. 
 

機関番号：１５３０１ 

研究種目：若手研究（Ａ） 

研究期間：2009～2011 

課題番号：21689041 

研究課題名（和文） 集中治療患者における血糖の変動に関する検討 

 

研究課題名（英文） The impact of glycemic variability in critically ill patients 

 

研究代表者 

江木 盛時（EGI  MORITOKI） 

岡山大学・岡山大学病院・助教 

 研究者番号：20423296 



 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００９年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

２０１０年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

２０１１年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

総 計 6,600,000 1,980,000 8,580,000 

 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：外科系臨床医学・麻酔・蘇生学 
キーワード：集中治療・血糖・変動・インスリン 
 
１．研究開始当初の背景 
集中治療を要する重症患者が、インスリ

ン抵抗性高血糖を生じることはよく知られ

ており, 集中治療における血糖降下療法は、

Surviving Sepsis Campaign Guidelines で

も推奨されるようになった。しかし, 集中

治療患者の適切な血糖管理はいまだ不明で

あり、単純に低めの血糖値を目標とする治

療戦略で患者予後が改善されるかどうかは

不明であった。そのため, 集中治療領域に

おける血糖管理において血糖の変動に注目

した研究が重要と考えられていた。 

 

２．研究の目的 
１）人工心肺を要する心臓手術患者の血糖値

の変化と酸化ストレス・サイトカインなどの

炎症性メディエーターとの関連を検討する。 
２）周術期患者の血糖値の変化と酸化ストレ

ス・サイトカインなどの炎症性メディエータ

ーとの関連を検討し、患者予後との関連を明

らかにする。 
３）周術期の血糖管理法を変えることで、血

糖変動を小さくすることができるか検討す

る。 
４）血糖管理法を変えることにより、酸化ス

トレス・サイトカインなどの炎症性メディエ

ーターの上昇を制御できるか否かを検討す

る。 
５）糖尿病を合併した周術期患者における術

前血糖管理と周術期血糖管理を観察し、術前

と周術期の血糖変動を観察し、予後との関連

を検討する。 
 
３．研究の方法 
１）人工心肺を要する心臓手術患者の術中・

術後の血糖を持続的に測定し, 酸化ストレ

ス・サイトカインなどの炎症性メディエータ

ーとの関連を検討する。 
２）周術期患者の血糖値を 6時間毎に測定し、

酸化ストレス・サイトカインなどの炎症性メ

ディエーターとの関連を検討し、患者予後と

の関連を明らかにする。 
３）周術期の血糖管理法を変えることで、血

糖変動を小さくすることができるか否かの

無作為化比較試験・および Before-After 研究

を行う。 
４）前述の無作為化比較試験において, 血糖

変動の低下により、酸化ストレス・サイトカ

インなどの炎症性メディエーターの上昇を

制御できるか否かを検討する。 
５）糖尿病を合併した周術期患者における術

前血糖管理と周術期血糖管理を観察し、術前

と周術期の血糖変動を観察し、予後との関連

を後ろ向きに検討する。 
 
４．研究成果 
１）人工心肺中の血糖変動の増加は、酸化ス
トレスの増大と有意に関連していた。 
２）周術期の血糖変動の増加は、酸化ストレ
スの増大と関連していた。 
３）インスリンプロトコールの導入および糖
尿病患者用経腸栄養剤の使用は、血糖変動の
抑制に有効であった。 
４）糖尿病患者において、重症化前の血糖管
理により、重症化後の血糖管理と患者予後の
関連は有意に変化した。 
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